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原発 性腎盂 上 皮 内癌 の1例
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   A 72-year-old female visited our hospital with the complaint of macroscopic hematuria on Jan. 
29, 1990. Cystoscopic examination revealed hematuria flowing out from the left ureteral orifice . 

   A 1 cm mass was found in the left upper calyx by retrograde pyelography (RP). Urine cytol-
ogy obtained by RP  was classIIIb . Later, the mass was found in the left middle calyx by CT. 
Repeated RP revealed no mass and the wall of the left upper calyx was irregular. Washing cytolo-

gy from the left renal pelvis was class V. Left total nephroureterectomy was performed on Feb. 
2, 1990. Macroscopically , no tumor mass was apparent. 

   Microscopically, transitional cell carcinoma in situ was widely spread from the left renal pel-
vis to the middle  ureter. 

   The preoperative upper calyceal mass was thought to have been a blood clot. At twelve months 
after the operation, there has been no evidence of tumor reccurrence. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 185-187, 1992) 
Key words: Renal pelvic and ureteral tumor, Carcinoma in situ

緒 言

上部尿路 の原発性上皮内癌は腫瘤 を形成 しないため

に,画 燥診 断が困難であるが,尿 細胞診 の普及 に より

近年報告が増えてい る.今 回,わ れわれ は,原 発性腎

孟上皮 内癌の1例 を経験 したので若干 の文献的考察を

加えて報告す る.

症 例

患老=72歳,女 性,主 婦

主訴 ・肉眼的血尿

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:65歳 時に,大 腸癌にて腸切除 お よび端端吻

合術施行.69歳 時 よ りうつ病にて,71歳 時 よ り・s一キ

ンソソ症候群に て加療中.

現病 歴:1989年12月 上 旬 よ り肉眼 的 血 尿 が 出現 し,

近医 受 診.紹 介に て1990年1月29日 当科 受診 し,精 査

のた め 入 院 。

入 院 時 現 症:身 長141.5cm,体 重41kg,血 肥130/

62mmHg.脈 拍 フ2/min整 眼 瞼結 膜軽 度 貧 血 様.

仮面 様 顔 貌,動 作緩 慢,歩 行 障 害 あ り.胸 腹 部 理 学 的

所 見 に 異 常 な く,両 腎 は触 知 しな か った.

入 院 時検 査=血 算 はRBC331×104/mm3,HblO.4

9/dl,Ht32.2%と 軽 度 貧 血 を 認 め,血 液 生 化学 では,

BuN27.4mg/dl,crl.8mg/dlと 腎 機能 低 下 を 認 め

た.尿 検 査 は,尿 潜 血(+),尿 細 胞 診 はclass皿b.

赤 沈 の1時 間 値 は25mmで あ った.

入 院 後経 過=膀 胱 鏡 に て,膀 胱 粘 膜 に 異 常 を 認 め

ず,左 尿 管 口 よ り出血 が 見 られ た.左 逆 行 性 腎孟 造 影

(以 下RP)で 腎 孟 上 部 に陰 影 欠 損 を 認 めた(Fig.i).
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腎CTで は,左 腎孟中央部 に腫瘤を認 めた.

再確認 のため,左RP施 行 したが,陰 影 欠損はみ

られなか った(Fig.2).こ の 時の 洗 浄細胞 診 で は

classVで あった.以 上 よ り,陰 影欠損は,凝 血に よ

る一時的な ものと判断 した.腎 孟上部の壁不整 よ り左

腎孟腫瘍 と診断,1990年2月2日 に左腎尿管全摘術を

施行 した。

摘出標本肉眼的所見:腎 実質はやや萎縮.腎 孟粘膜

には散在性に出血点 を認め るが,肉 眼的に腫瘍を疑 う

所見は認 め られ なか った.

病理組織学的所見:腎 孟 粘膜層内には,比 較的 明る

く豊かな胞体を有 し,ま た細胞核にhyperchromato-

sisと 核異型の 目立つ癌細胞 が腎孟粘膜に沿 って平板

状ない しは,層 状に認め られた,こ の癌細胞は,下 腎

杯か ら尿管の中部にかけて広が っていたが,粘 膜下や

腎実質へ の浸潤は認 めなか った(Flg。3).

術後の経過は良好で,2月24日 退院 した.術 後12カ

月の現在,再 発,転 移 の徴候はな く健在であ る.
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Fig.1.左RP.腎 孟上 部 に陰 影 欠損 を認 め た

考 察

上部尿路 の原発性上皮内癌は腫瘤 を形成 しないため

X線 所見 に乏 し く,そ の発見 さらに診断に難渋す る場

合が多い.は じめての報告は,1949年Footi)ら に よ

る腎孟上皮 内癌であ った.本 邦では,1984年 西山2)に

よ り外国例ll例,本 邦 例9例 について詳細な考察がな

された.そ の後本邦報告例 について,腫 瘤形成腫瘍 に

随伴する上皮 内癌の症例,過 去に尿路腫瘍 の既往のあ

る症例,あ るいは上皮内癌 を組織学的に確認時,す でに

膀胱腫瘍の併 発を 認め た症例,筋 層への広 汎 な浸 潤

を認めた症例 を除いた上部尿路 の原発性上皮内癌は,

1989年 坂本 ら3)に よ り19例報告 された.以 降現在 まで

われ われが 集計 しえた か ぎ りで は自験 例 を含めて23

例4-6>で ある(Tablel).本 邦報告例23例 において

は,性 別では男11例,女12例 と男女差はない.年 齢は

30歳 か ら77歳 までで,平 均66.8歳 であ った.患 側 は右

が12例,左 が11例 と左右差はなか った.初 発症状(延

べ数)は,血 尿(潜 血 も含む)が23例 中21例(91%)

と最 も多 く,つ いで,腰 痛10例(43%),ほ かに尿混

濁,発 熱,排 尿困難が各1例(4%)で あ った.

尿細 胞診の陽性率は,dassIIIb以 上を陽性 とす

ると,自 排 尿で20例 中16例(80%),カ テーテル尿で

19例中全例で陽性であった,腫 瘤形成性の上部尿路腫

瘍に比ぺて,尿 細胞診の陽性率が著 しく高か った?-14)

X線 所見の陽性率は,IVPお よびRPな どで水腎

症,腎 孟 尿符移行部の狭窄,尿 管の 狭窄,凝 」血に よる

腎杯の陰影欠損な どの異常所見の認め られた ものが20
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Fig.2.左RP再 検.陰 影 欠 損 は 消 失 し腎 孟 上 部 の

壁 不 整 を 認 め た.
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Fig.3.病 理組織 像.癌 細 胞が腎孟 粘膜 に沿って平板

状ない しは,層 状 に認 め られ る.

例rl・t16例(80%)で,自 験 例の ように凝 血に よる腎 杯

の陰影欠損のみで他には異 常所見が認 め られ ないもの
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Tablel.PrimarycarcinomainsituintheupperurinarytractintheJapaneseliterature

No,報 告者 報告年 年齢 性別 患側 部 位 主訴X-P
尿 細 胞 診

(Voiding)(Cathetcr)
手 術 日

20三 原199075MR

21小 林199077MR

22浅 井199077F L

23自 験例199072FL

Ureter血 尿

Ureter.血 尿

腰 痛

Pelvis血 尿

Ureter腰 痛

PeMs血 尿

Ureter

stenosisCl.IV

hydronegative
stenosis

sLhydroCLV

nomalCL皿b

◎oagula

1988.10,11

1989.3.20

CLVl989.4.5

C亘.V1990.2,2

(No.H9は1989年 坂本による集計)

も多い.腹 部CTス キ ャンは自験例を含め8例 に行

われてお り,腎 杯内に コン トラス ト・エ ンハソスメン

トされない腫瘤 を認めた ものや,尿 管 の肥厚な どを 星

した ものが7例 であった.尿 管狭窄な どを示 した もの

の大部分は粘膜下層の炎症に よる狭窄であ った.今 後,

内視鏡に よる観察や,直 視下 の生検15)に よ り診断率が

上昇することが期待 され る.

治療 は全例腎尿管全摘術が行われている.摘 出標本

の病理組織は全例,移 行上皮癌であ った.

予後に関 して,坂 本3)ら による19例 についての3カ

月よ り5年2ヵ 月,平 均32ヵ 月の追跡調査に よる と,

術後2年 間再発の認め られ なかった症例の予後は良 く,

その後再発 あるいは癌死 した症例 はなか った.し か し,

再発を きた した症例の予後はきわ めて悪 い.再 発 もし

くは再発の兆候は2年 以内の早期 に多 く,再 発は全例

まず膀胱に認 め られた.し たが って,膀 胱鏡検査を含

めた術後の定 期的経過観察 が必要 であろ う.

結 語

肉眼的血 尿を主訴 とした,72歳 女性 に見 られた原発

性腎孟上皮内癌 の1例 を報告 した.本 症例は,本 邦に

おけ る上部尿路 の原発性上皮内癌の第23例 目と思われ

た,

なお,本 論 文の要 旨は第472回 日本泌尿器 科学会東京地方

会において発表 した.
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